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	ADPリボシル化因子（Arf）タンパク質は、Ras GTPaseスーパーファミリーに属する低分子量GTP結合タンパク質です。ゴルジ体における小胞の出芽および脱殻を調節する可能性があります。コレラ毒素触媒サブユニットであるADPリボシルトランスフェラーゼのアロステリック活性化因子として機能します。樹状突起棘の発達の調節に関与しています（類似性による）。エンドサイトーシスによるリサイクリングと細胞骨格リモデリングを制御するタンパク質輸送に関与するGTP結合タンパク質（PubMed:11266366、PubMed:21170023、PubMed:16737952、PubMed:7589240、PubMed:18400762）。有糸分裂期の細胞質分裂の正常な完了に必要です（類似性による）。アクチン細胞骨格の再編成とストレスファイバーの形成に関与する（類似性による）。樹状突起棘の発達制御に関与し、樹状突起の分岐と糸状仮足の伸長制御に寄与する（PubMed:14978216）。膜輸送、特に接合部リモデリングと上皮分極において重要な役割を果たす。CDH1などの接着結合タンパク質の表面レベルを制御する（類似性による）。初期エンドソームからリサイクリング経路へのNTRK1の選別に必要な（類似性による）。
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	293T 細胞溶解物中の ARF6 発現のウエスタン ブロット解析。

